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具体性・再現性を意識して「超具体的」に解説

　本書は、昇任試験における合格論文の書き方を「超具体的」に伝えるも
のです。どのように考え、いかなる表現で、どうやって文章に落とし込め
ばよいのか。序論から結論まで、その書き方をわかりやすく伝えています。
本書で解説していることを実践すれば、誰でも合格論文が書けるように、「具
体性」と「再現性」を強く意識して丁寧に解説しました。

論文を制する者は昇任試験を制す

　昇任試験の受験を決意した皆さんは、とても忙しい中で試験対策を行っ
ていることでしょう。地方自治法や地方公務員法などの択一試験に加え、
面接試験を課している自治体も多く、時間の捻出に苦労していることと思
います。私自身も、そうでした。
　「択一の勉強に時間が必要だから、論文は後回しにしよう」と考えてい
る人もいるかもしれません。しかし、ちょっと待ってください。
　昇任試験の合否は論文で決まる。そう言っても過言ではありません。な
ぜなら、論文試験ほど点数の差が大きくなるものはないからです。択一試
験や面接試験の評価は「どんぐりの背比べ」なのに対し、合格者と不合格
者では論文試験の評価に雲泥の差があります。つまり、論文を書けない人
が択一試験と面接試験で満点を取ったとしても、決して合格することはで
きないのです。
　論文を制する者は昇任試験を制す。昇任試験の受験を決意した皆さんに、
この言葉を贈るとともに、最短ルートでの合格を実現するために必要な論
文作成の極意をお伝えしたいと思います。

この“１冊”だけで
はじめに
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三つの特長で受験者の合格をサポート

　どんなに経験や知識、熱意があっても、やみくもに自らの想いを綴るだ
けでは、合格論文にはなりません。採点官に納得・共感してもらい、合格
点を付けてもらうためには、必須の「スキル」があります。そのスキルを
皆さんに伝授するために、本書は次のような三つの特長を備えています。

①「何を書くか」を超えて、「どう書くか」を解説！
　昇任試験論文の形式的な書き方は決まっています。そのうえで、皆さん
が知りたいのは、「どう書けばよいのか」。本書では、従来の解説書には載っ
ていない、その他大勢から抜け出す秘訣に加え、ライバルたちに差をつけ
る具体的な論述テクニックを余すことなく盛り込みました。

②ビフォー&アフターでわかりやすい！
　本書では、受験者が実際に書いた論文の添削事例を多数紹介しています。
採点官の鋭い視点でズバリ指摘し、どこをどう改善すればよいのか、なぜ
改善する必要があったのかを明快に解説しています。

③厳選したSランク合格論文を多数収録！
　頻出のテーマから時事的なテーマまで、出題が予想されるテーマの秀逸
な論文を厳選して収録。本書で紹介したスキルを踏まえ、合格者がどのよ
うな切り口で、どのようなテクニックを駆使しているのかがつかめます。

　本書が、皆さんを合格へと導くナビゲーターになると信じて。
工藤 勝己

合格論文が書ける！
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　論文の出題テーマは、多様化する行政需要や複雑化・高度化する住民ニー
ズを背景に設定されます。しかし、「住民」を十把一絡げにして論じてい
る論文が目立ちます。例えば、「高齢者」を切り口にする場合でも、一概
に論じることはできません。複眼的な視点で出題テーマを捉え、「元気高
齢者」や「独居高齢者」「介護が必要な高齢者」など登場人物を増やしな
がら論じていくことで説得力が高まり、その他大勢の受験者から一歩抜け
出すことができます。管理職試験の第２章（問題点）を見てみましょう。

【出題テーマ】地域コミュニティの活性化
　大規模な開発事業により急速に都市化が進んでいる本市では、少子高齢
化や核家族化の進展などもあり地域コミュニティの希薄化という課題が顕
在化しています。このことを踏まえ、本市はどのような取組みを進めるべ
きか、あなたの考えを論じてください。

ダメ論文 住民を一括りにして論じている

2. 地域コミュニティの活性化に向けた課題
　地域コミュニティ活性化に向け、本市は次のような課題を抱えている。
　第一に、地域住民が交流する機会の減少である。急速な都市化の進展に
より、近隣との付き合いを避け、日常的なあいさつ程度の関係を望む住民
が増えている。地域コミュニティ活性化のためには、これらの住民も気軽
に参加できる機会をつくり、交流を深めていく必要がある。
　第二に、地域課題の解決に無関心な住民の増加である。集合住宅の建設
ラッシュに伴い、町会の加入率は年々減少している。地域との関わりに価
値を見い出せない住民にも、町会活動に参加してもらい地域課題に目を向

第 2章　ライバルの一歩先を行く論述テクニック 

5
「登場人物」を増やし
複眼的な視点で書く
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けてもらうことが不可欠である。
　第三に、市政参画の仕組みが不十分である。各種計画の策定時に実施す
るパブリックコメントでの意見提出や公募委員としての参画など、市政に
参画する方法は多様であるが、現状では特定の住民の参画にとどまってお
り、これらの制度が住民に広く浸透しているとは言い難い状況である。

合格論文 多様な住民の姿を詳述する

2. 地域が元気を失っていく憂慮すべき課題
　地域における課題を地域住民が自ら解決していくためには、地域コミュ
ニティを阻害する以下の課題を解決しなければならない。
　第一に、地域住民が交流する機会が減っていることである。活気あふれ
る元気なまちをつくるためには、地域住民同士の交流により連帯意識を育
む必要がある。しかし、急速に増加する外国人住民は、言葉の壁があって
地域参加を敬遠する傾向にある。また、増加する独居高齢者を地域が見守
る仕組みの構築も課題となっている。誰もが気軽に参加できる地域活動や
魅力的なイベントを企画し、地域住民同士が交流できる機会を創出するこ
とが、コミュニティを活性化するための大きな課題である。
　第二に、地域課題の解決に無関心な住民が増えていることである。大規
模開発により集合住宅が増加しているが、表札さえ出さない若いファミリー
世帯や単身世帯も多く、町会への加入率は60％を切り年々減少している。
大規模な災害が発生した場合には、自らの地域を自らが守る自助・共助の
取組みが重要であり、これらの活動の核となる若い世代に町会への加入を
促し、積極的に活動に参加してもらう必要がある。
　第三に、市政に参画できる制度を十分に周知できていないことである。
人生100年時代にあって気力・体力ともに充実し、市政への参画意欲が高
い元気高齢者は増えている。しかし、自らの能力や経験を活かせる機会を
見出せず、参画に至っていないケースも多い。積極的な参画を促すために
は、市が発信する情報が高齢者にも浸透している必要があるが、パブリッ
クコメントによる意見提出手続きや公募委員としての市政参画など、既存
の制度についての周知が十分に行き届いていない。
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　論文の書き出しは、とても重要です。なぜなら、採点官の印象を大きく
左右する部分だからです。
　しかし、決まりきった表現や使い古されたフレーズで無難に書き出して
いる受験者が多いのが現実です。
　もしも、あなたが採点官だったとしたら、同じような書き出しの論文を
１日で70本から80本も採点させられたら、どう思うでしょうか？
　「またこの書き出し？」「もう少し工夫できないの？」「ちゃんと自分の
言葉で書いてよ！」。このように感じて、採点するのが苦痛になるかもし
れませんね。
　AIが採点するなら、ありふれたオーソドックスな書き出しでも構わな
いかもしれませんが、どこの自治体も採点官は人間です。自分の言葉で書
いたキラリと光る書き出しの論文に出合うと嬉しくなり、どんどん読んで
みたいと思うはずです。
　主任試験の第１章（序論）の書き出しを見てみましょう。

【出題テーマ】業務改善
　市民の負託に応え、満足度の高い施策を展開していくためには、常に市
民目線に立ち業務改善を率先垂範することが大切です。このことを踏まえ、
あなたは何を実践するのか具体的に述べなさい。

ダメ論文 ありがちな書き出しで味気ない

1. 市民目線で業務改善を
　我が国は人口減少社会を迎えており、少子高齢化がますます進展してい
る。景気は緩やかに回復しており、本市の税収も持ち直してはいるものの、

第 4章　合格を引き寄せるプラスワンポイント 

1
「書き出し三行」で
ライバルに差をつける
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市民ニーズが複雑化・多様化している中で、まだまだ予断を許さない状況
である。

　オーソドックスな書き出しで無難な印象があるかもしれませんが、これ
では「その他大勢」から抜け出すことはできません。
　あなたが採点官だったとしたら、どのような書き出しを期待するか考え
てみてください。

合格論文 インパクトのあるワードで惹きつける

1. ますます重要性を増す業務改善
　「消滅可能性都市」というショッキングな言葉がある。都心への人口流
出や少子化の進行により存続できなくなる自治体を指す。全国の市区町村
のうち約半数が消滅する恐れがあるとされている中で、本市も対岸の火事
として傍観できる状況にはない。

　このように、危機感を煽るようなワードで書き出すことで、問題意識の
高さをアピールすることができます。

合格論文 臨場感のあるセリフで惹きつける

1. 業務改善は待ったなし
　「いつまで待たせんだよ！」。証明書発行の窓口で怒号が響いた。椅子に
座れないほど混雑しており、廊下には立ったまま不機嫌な顔でスマホをい
じっているお客様も多い。これは、年度末恒例の光景なのだ。

　これは、インパクトがあるセリフで書き出すパターンです。混雑してい
る窓口の状況が目に浮かんできて、採点官の好奇心をくすぐることに成功
しています。臨場感のある「書き出し三行」でライバルに差をつけたと言っ
ても過言ではないでしょう。
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　これまでに読んできたダメ論文の中で最も多かったのは、「抽象的な表現」
に終始する論文です。具体的な説明がほとんど盛り込まれていないので、
読み終わる頃には内容が少しずつ忘れ去られています。このような論文を
書いて合格点をもらうことはできません。
　管理職試験の第２章（問題点）を見てみましょう。

【出題テーマ】少子高齢社会における行政運営
　我が国では、どの国も経験したことのない急激なスピードで少子高齢化
が進んでおり、人口減少社会に突入しました。このような状況の中、市政
においても新たな課題が次々に顕在化してきています。今後、市はどのよ
うに対応していくべきか、あなたの考えを述べなさい。

　主任・係長試験でも「少子高齢化」や「人口減少社会」をテーマとする
出題が増えてきましたが、特に管理職試験では必ず用意しておくべき重要
なテーマと言えるでしょう。

ダメ論文 抽象表現ばかりで説得力がない

2. 少子高齢社会が抱える課題
　少子高齢化が進む中、本市は以下のような課題を抱えている。
　第一に、子育て環境の整備が不十分である。就労形態の多様化や女性の
社会進出により共働き世帯が増えているが、保育ニーズの変化について十
分な把握ができているとは言い難い状況である。
　第二に、高齢者のニーズへの対応が不十分である。高齢になっても自立
した生活を送ることができるように、保健・医療・福祉が連携した支援を

第 5章　典型的ダメ論文を斬る！　添削結果を一挙公開 

5
抽象表現が多く
「押しの弱い論文」
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行う必要があるが、柔軟かつ弾力的な対応に大きな課題がある。
　第三に、地域コミュニティの活性化が不十分である。これまでも自治会
や商店会などが実施する様々な地域イベントを支援してきたが、参加者が
偏っているなどの問題もあり、活動は停滞しがちである。

　このダメ論文は、一歩踏み込んだ具体的な表現が盛り込まれておらず、
抽象的な表現に終始しています。このため、問題点の指摘としては不十分
で、とても物足りない印象があります。次のように、「抽象表現」を「具
体表現」に変換すると説得力が格段にアップします。

合格論文 具体表現で説得力が高い

2. 顕在化する少子高齢化の弊害
　少子高齢化が急速に進展し、人口減少社会に転じる中、本市は以下のよ
うな課題を抱えている。
　第一に、子どもを産み育てやすい環境を整備できていないことである。
政府の予測より20年も前倒しで進んでいると言われる少子化は、本市も例
外ではない。共働き世帯が増える中、入園のタイミングにより第一子と第
二子が別々の保育園に入園しているケースや通勤に便利な保育園に入園で
きなかったケースも少なくない。物価の高騰が続く中、子育て世帯の経済
的負担の軽減も進んでいない。
　第二に、高齢者の真のニーズに対応できていないことである。人生100
年時代にあって、高齢者のニーズも多様化している。介護予防や認知症対
策、独居高齢者の支援に加え、元気高齢者の生涯学習支援など行政需要は
多岐にわたっているが、高齢者のかゆい所に手が届く手厚い対応ができて
いるとは言い難い。
　第三に、地域コミュニティが弱体化しており、協働による市政運営が困
難になっていることである。地域コミュニティの要でもある自治会や商店
会などの活動メンバーが高齢化しており、自助・共助による地域解決力を
向上させるうえでの障壁が増えてきている。また、増加する外国人住民に
も地域活動に参加してもらう工夫が求められている。
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